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富田林市立図書館 ５０周年記念事業プロジェクトについて 

中央・金剛図書館 

 

〇基本方針 

・テ ー マ  ： 「ともに歩んだ５０年、つなぐ未来の図書館」 

 

・目   的  ： 中央図書館の５０年の歩みを振り返り、今後も「市民の暮

らしに図書館を」を合言葉に、市民により身近な図書館で

あるとともに、今後も図書館が成長していくことを目的に

５０周年記念行事を開催します。 

 

・事 業 期 間 ： 令和８年４月～令和９年３月（年間通して開催） 

 

・会       場  ： 富田林市立中央公民館・図書館 

 

 ・協 力 依 頼 ： 富田林子ども文庫連絡会 

富田林おはなしの会 

朗読ボランティアグループくさぶえ 

各市民ボランティアなど 

           市内小中学校（児童・生徒のメッセージ募集） 

           富田林市役所関係各課 

 

・企画ポイント ： 市民参加型で「みんなで 50 年を祝う」 

           次世代への継承（記録を残す） 

           低コスト設計（行事の企画、景品等、職員で担当する） 

           効果の分散（年間通じて行事を分散、来館者増につなげる） 
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〇実施行事（一般向け） 

 

・一般企画 ① 

「おすすめ本ツリー」 

対象：４歳児ぐらい～一般 

時期：４月～８月頃 

規模：中央図書館入口壁面 

内容：・中央図書館の入り口壁面に模造紙で木の幹や枝を作成し、利用者には

葉っぱに見立てた緑色の紙におすすめ本の紹介コメントを記入して

もらい、葉っぱを貼り付け木を茂らせていく。 

・来館者にはこのおすすめ本ツリーを見てもらい、自分のお気に入りの

本を探してもらったり、図書館で貸出してもらったりすることで、図

書館を活用してもらう。 

・最後に集まったおすすめ本紹介を５０周年誌に掲載する。 

 

 

・一般企画 ② 

「富田林に関する郷土資料の展示」 

対象：一般 

時期：８月～９月頃 

規模：約 50 点（閲覧室ガラスケース展示） 

内容：・普段、公開していない禁帯出の資料の展示。 

    ・郷土に関しての貴重な資料を知ってもらう機会にする。 

 

 

・一般企画 ③ 

「音楽付き朗読会」 ※協力 京セラコミュニケーションシステム株式会社 

対象：一般 

時期：９月頃 

規模：100 名程度（中央公民館ホール） 

内容：・社会貢献の一環として、目

の不自由な方も読書を楽し

めること、また、多様な方々

に図書館をより身近に感じ

ていただき、活用していただ

くきっかけづくりを目的と
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し、朗読に音楽を組み合わせ、参加者に「新たな読書のカタチ」を体験

していただく。 

    ・プロヴィオラ演奏者が奏でる音楽にのせて、プロのアナウンサーが朗

読をおこなう。 

 

 

・一般企画④ 

「いきいき音読教室」 

対象：一般 

時期：９月～１０月 

規模：１回１６名受講で２回の連続開催 

内容：・普段、図書館の中では静かに本を読んでいるが、子どもの頃を思い出

して、参加者と一緒に声を合わせて読んだり、他の人の声に耳を傾け

たりする。 

・眼で文字を追って読むだけではなく、声に出して読む、人とタイミン

グを合わせる、他の人の声を聴くということが、眼・耳・その他の感

覚を使った脳の全体運動になるといわれ、健康でいきいき過ごすため

のちょっとした運動として、音読を楽しんでもらう。 

・例年、いきいき音読教室を開催しているが、年１回だけの行事になる

ので、５０周年の拡大版で２回の連続開催とする。 

 

・一般企画⑤ 

「おたのしみ袋」 

対象：一般 

時期：１０月末頃（秋の読書週間に合わせる） 

規模：１００袋 

内容：・図書館司書が決めたテーマに合わせて、本を２冊袋にいれ、テーマの

みを表示し、書名

が分からないまま

貸出をする。 

・例年は５０袋で開催

しているが、５０周

年記念行事として１

００袋に拡大する、

また司書独自でテー

マを決めていたが、
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今回は「富田林」や「寺内町」、「石上露子」など郷土に関するテーマ

を入れる。 

・おたのしみ袋は普段自分では選ばな

い本に出合えるということで、毎年

好評を得ている。（例年５０袋用意し

１週間程度ですべて貸出になる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般企画⑥ 

「作家を招いての講演会」 

対象：一般 

時期：１１月頃 

規模：１００名程度（中央公民館ホール） 

内容：・半世紀、50 年の節目の特別感を高め、普段図書館をご利用にならな

い層にも関心を持っていただき、図書館の多様な魅力を知っていただ

く絶好のチャンスととらえる。  

    ・講師については検討中。 

 

 

 

・一般企画 ⑦ 

「５０周年記念誌」 

対象：一般・文庫・ボランティア関係者 

時期：３月頃 

規模：５０誌 

内容：・１年通じて開催した５０周年行事についてまとめた冊子を作成する。 

    ・行事についてのアンケート結果なども掲載する。 

・次の周年事業の参考となるよう作成する。 
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〇実施行事（児童向け） 

 

・児童企画 ① 

「クイズラリー・謎解きイベント」 

対象：小学生～中学生 

時期：７～８月頃 

内容：・クイズ、または謎解きのイベントを開催する。 

・詳細・景品については検討中。 

・図書館来館のきっかけとする。 

 

 

 

・児童企画 ② 

「ぬいぐるみのお泊り会」 

対象：幼児～小学生 

時期：夏休み期間 

内容：・利用者のぬいぐるみを、図書館にお泊り  

させる体験。 

・自分たちは中に入られない閉館後の図書

館で、ぬいぐるみたちが遊んだり、寝てい

るところを写真に撮る。 

・写真は、50 周年記念誌に掲載する。 

 

 

 

・児童企画 ③  

「児童おたのしみ袋」 

対象：幼児～中学生 

時期：12 月 20 日頃 

内容：・年齢別にテーマを決め、中身がわからないように本を詰め、お楽しみ

袋を作る。 

   ・例年は中央・金剛両館で１００袋での開催であるが、５０周年記念行

事として、今年度は２００袋に拡大する。 
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・児童企画 ④ 

「英語絵本のよみきかせ」 

対象：利用者全員 

時期：未定 

内容：・英語絵本のよみきかせを行う。 

・海外にルーツのある子どもたちに読書の楽しさを感じてもらい、図書

館利用促進のきっかけとしたい。また、日本の方も外国語の絵本を楽

しんでもらえる場とする。 

 

 

 

・児童企画 ⑤ 

「折り紙工作」 

対象：幼児～小学生とその保護者 

時期：未定 

内容：・図書館の蔵書を活用し、折り紙工作の催しを行う 

・絵本・よみもの以外にも様々な本があることを知ってもらう。 

 

 

 


